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平成31年度より休校となる日中上野小学校で
最後の運動会が行われました。（平成30年9月30日）

平成30年 9月定例会

日中上野小学校運動会



平成 30年度一般会計の主な補正

条例の制定および改正・計画の策定等

議員提出議案

総
務
教
育
常
任
委
員
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

更新前の浄化槽（吉峰ハイツ）

解体前のかがやき保育園のブロック塀

平成 30 年度一般会計補正予算額
10 億 9,924 万 5 千円

平成 30 年度一般会計補正予算額
10 億 9,924 万 5 千円

（一般会計総額 120億 1,465 万 3千円に）（一般会計総額 120億 1,465 万 3千円に）

　
平
成
30
年
９
月
定
例
会
は
、９
月
５
日
か
ら
19
日
ま
で
の
15
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
、

補
正
予
算
７
件
、条
例
の
改
正
等
４
件
、計
画
の
策
定
お
よ
び
変
更
２
件
、報
告
１
件
、最

終
日
追
加
の
教
育
長
の
任
命
ほ
か
５
件
、議
員
提
出
議
案
２
件
を
上
程
し
、合
計
21
件
の

議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
議
案
第
81
号
、82
号
は
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。（
８
ペ
ー
ジ
参
照
）

　
一
般
質
問
で
は
、７
名
の
議
員
が
町
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

（
質
問
と
答
弁
の
要
約
は
、４
ペ
ー
ジ
か
ら
８
ペ
ー
ジ
で
す
）

　
会
議
録
は
、11
月
中
に
図
書
館
及
び
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。○立山ブランド海外展開戦略拠点施設整備事業

（事業に必要な基金積立金、工事費等）……………… 5億8,285万円
○橋りょう等ストック維持事業
（白岩橋等の長寿命化にかかる工事費）………………… 3,500万円
○地方道路整備事業（通学路の歩道整備等にかかる工事費）…… 3,100万円
○林道災害復旧事業（７月の豪雨で被災した林道の復旧工事費等）…… 1,360万円
○公共土木施設災害復旧事業
（７月の豪雨で被災した町道の復旧工事費等）…………… 860万円

○立山町ブランド海外展開戦略拠点施設整備基金条例の制定
○立山町ブランド海外展開戦略拠点施設設置条例の制定
○立山町地方活力向上地域における固定資産税の不均一課税に関する
条例の一部改正
○立山町都市公園条例の一部改正
○新瀬戸・立山辺地総合整備計画の策定について
○東峯辺地総合整備計画の変更について

○臓器移植の環境整備を求める意見書の提出について
「移植ツーリズムを考える会」から受けた陳情第２号を採択し、「臓器移植の
環境整備を求める意見書」を国会や政府関係機関へ提出しました。
○決算特別委員会の設置及び付託について
6名の委員を選出。9/26～9/28の３日間に決算特別委員会を開催しました。

長寿命化工事の対象となる白岩橋長寿命化工事の対象となる白岩橋
　総

務

課

Q  

公
債
費
の
繰
り
上
げ

償
還
33
件
の
内
訳
は
。

A  

平
成
33
年
度
に
償
還

の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
。

　
財
政
健
全
化
、後
年
度

の
財
政
負
担
軽
減
を
目
的

に
公
共
事
業
債
、防
災
対

策
債
、厚
生
福
祉
施
設
整

備
事
業
債
な
ど
の
公
債
費

を
繰
り
上
げ
償
還
予
定
と

し
て
い
る
。

　企
画
政
策
課

Q  

立
山
ブ
ラ
ン
ド
海
外

展
開
戦
略
拠
点
施
設
整
備

事
業
が
、基
金
で
あ
る
意

味
は
。

A  

民
間
事
業
と
地
方
公

共
団
体
が
足
並
み
を
揃
え

て
事
業
を
行
う
こ
と
で
地

方
創
生
の
効
果
が
上
が

る
。

　
複
数
年
に
渡
っ
て
民
間

業
者
と
柔
軟
性
を
も
っ
て

行
え
る
こ
と
か
ら
、基
金

事
業
と
し
て
採
択
さ
れ

た
。　教

育

課

Q  

米
百
俵
基
金
積
立
事

業
の
進
捗
状
況
は
。

A  

平
成
29
年
度
の
認
定

者
は
６
名
、平
成
30
年
度

は
２
名
の
計
８
名
で
あ

る
。

　
補
助
の
開
始
は
、初
め

て
の
認
定
者
が
卒
業
す
る

平
成
32
年
度
か
ら
の
予
定

と
な
っ
て
い
る
。

Q  

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
キ

ル
テ
ス
ト
の
内
容
は
。

A  

子
供
た
ち
の
読
解
力

が
全
国
的
に
低
下
し
て
い

る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

　
中
学
生
を
対
象
と
し
た

調
査
を
行
い
、先
生
と
生

徒
・
保
護
者
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
こ
と

で
、読
解
力
改
善
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。

　水

道

課

Q  

農
業
集
落
排
水
事
業

の
料
金
管
理
シ
ス
テ
ム
の

移
行
内
容
は
。

A  

県
が
行
っ
て
い
る
ク
ラ

ウ
ド
事
業
に
、自
治
体
が

出
資
し
合
い
大
き
な
サ
ー

バ
ー
を
管
理
す
る
形
に
移

行
す
る
。

　
よ
り
安
価
に
機
材
の
更

新
や
維
持
管
理
が
で
き
る
。

　
町
が
被
災
し
た
場
合
も

早
期
復
旧
の
利
点
が
あ
る
。

　健
康
福
祉
課

Q  

か
が
や
き
保
育
園
の

ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
基
準
に
適

合
し
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

A  

土
地
購
入
時
か
ら
敷

地
内
に
あ
っ
た
。

　
全
て
の
児
童
施
設
を
一

斉
点
検・調
査
し
、か
が
や

き
保
育
園
の
み
が
整
備
の

対
象
と
な
っ
た
。

　建

設

課

Q  

釜
ヶ
渕
町
営
住
宅
入

居
者
の
通
学
費
補
助
金
の

対
象
者
は
。

A  

現
在
お
よ
び
こ
れ
か

ら
入
居
す
る
中・
高
生
を
対

象
に
、地
鉄
の
定
期
代
の
一

部
を
助
成
す
る
も
の
。

　農

林

課

Q  

町
単
土
地
改
良
事
業

の
補
助
率
が
変
更
に
な
っ

た
経
緯
や
変
更
点
は
。

A  

今
年
度
か
ら
補
助
率

が
50
％
か
ら
40
％
に
引
き

下
げ
と
な
っ
た
。

　
そ
れ
に
伴
い
、農
地
耕

作
条
件
改
善
事
業
で
国
か

ら
の
50
％
に
加
え
、町
と

土
地
改
良
区
か
ら
、各
々

10
％
を
上
乗
せ
し
、合
計

70
％
の
補
助
と
な
る
。

委
員
会
の
審
議

委
員
会
の
審
議

委
員
会
の
審
議

町
議
会
で
は
、
2
部
門
の
常
任
委
員
会
に
分
か
れ
て
、
提
出
議
案
を
審
議
し
て
い
ま
す
。

　商
工
観
光
課

Q  

吉
峰
ハ
イ
ツ
の
合
併

浄
化
槽
の
老
朽
化
に
伴
い

高
効
率
省
エ
ネ
機
器
へ
更

新
と
あ
る
が
、耐
用
年
数
や

使
用
期
間
は
。

A  

合
併
浄
化
槽
は
平
成

４
年
４
月
か
ら
使
用
し
て

お
り
、耐
用
年
数
は
、送
風

機
７
年
・
ポ
ン
プ
５
年
で

あ
る
。

　
年
数
が
経
過
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、今
年
度
、補
助
金

を
活
用
し
て
対
応
し
た
い
。
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予
算

総
務
教
育
／
産
業
厚
生
常
任
委
員
会



平成 30年度一般会計の主な補正

条例の制定および改正・計画の策定等

議員提出議案

総
務
教
育
常
任
委
員
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

更新前の浄化槽（吉峰ハイツ）

解体前のかがやき保育園のブロック塀

平成 30 年度一般会計補正予算額
10 億 9,924 万 5 千円

平成 30 年度一般会計補正予算額
10 億 9,924 万 5 千円

（一般会計総額 120億 1,465 万 3千円に）（一般会計総額 120億 1,465 万 3千円に）

　
平
成
30
年
９
月
定
例
会
は
、９
月
５
日
か
ら
19
日
ま
で
の
15
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
、

補
正
予
算
７
件
、条
例
の
改
正
等
４
件
、計
画
の
策
定
お
よ
び
変
更
２
件
、報
告
１
件
、最

終
日
追
加
の
教
育
長
の
任
命
ほ
か
５
件
、議
員
提
出
議
案
２
件
を
上
程
し
、合
計
21
件
の

議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
議
案
第
81
号
、82
号
は
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。（
８
ペ
ー
ジ
参
照
）

　
一
般
質
問
で
は
、７
名
の
議
員
が
町
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

（
質
問
と
答
弁
の
要
約
は
、４
ペ
ー
ジ
か
ら
８
ペ
ー
ジ
で
す
）

　
会
議
録
は
、11
月
中
に
図
書
館
及
び
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。○立山ブランド海外展開戦略拠点施設整備事業

（事業に必要な基金積立金、工事費等）……………… 5億8,285万円
○橋りょう等ストック維持事業
（白岩橋等の長寿命化にかかる工事費）………………… 3,500万円
○地方道路整備事業（通学路の歩道整備等にかかる工事費）…… 3,100万円
○林道災害復旧事業（７月の豪雨で被災した林道の復旧工事費等）…… 1,360万円
○公共土木施設災害復旧事業
（７月の豪雨で被災した町道の復旧工事費等）…………… 860万円

○立山町ブランド海外展開戦略拠点施設整備基金条例の制定
○立山町ブランド海外展開戦略拠点施設設置条例の制定
○立山町地方活力向上地域における固定資産税の不均一課税に関する
条例の一部改正
○立山町都市公園条例の一部改正
○新瀬戸・立山辺地総合整備計画の策定について
○東峯辺地総合整備計画の変更について

○臓器移植の環境整備を求める意見書の提出について
「移植ツーリズムを考える会」から受けた陳情第２号を採択し、「臓器移植の
環境整備を求める意見書」を国会や政府関係機関へ提出しました。
○決算特別委員会の設置及び付託について
6名の委員を選出。9/26～9/28の３日間に決算特別委員会を開催しました。
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使
用
し
て

お
り
、耐
用
年
数
は
、送
風

機
７
年
・
ポ
ン
プ
５
年
で

あ
る
。

　
年
数
が
経
過
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、今
年
度
、補
助
金

を
活
用
し
て
対
応
し
た
い
。

たてやま議会だより No.68たてやま議会だより No.68 23

予
算

総
務
教
育
／
産
業
厚
生
常
任
委
員
会



澤井峰子 議員

後 藤 智 文 議員 荻 生 義 明 議員

防災無線親機

身体
障害
者手
帳

富山
県

精神障害者手帳

富山県

療育手帳

富山県

屋外拡声子局

気象庁など 市町村 住民大雨の場合
気象情報に注意し、
避難の準備をする

高齢者や乳幼児ら
は避難する

避難をする

避難勧告で、避難しそびれた
住民が避難する

土砂災害では、避難しそびれた
住民は屋内でより安全な
場所に移る

状況がさらに悪化したり、避難勧告による
避難が十分でなかったりする場合など

避難指示

避難準備情報
避難経路が通行規制の
基準を超えそうな場合など

避難勧告
土砂災害警戒情報が出た場合など

高

危
険
性

注意報
災害の

おそれがある

警報
重大な災害の
おそれがある

特別警報
重大な災害が
迫っている

段階的に出される主な防災気象情報と避難行動の例

議
員
　
気
象
情
報
と
避
難

情
報
の
関
係
を
住
民
が
正

し
く
認
識
し
、避
難
行
動

が
と
れ
る
よ
う
工
夫・周

知
が
必
要
で
あ
る
が
。

町
長
　
先
日
の
豪
雨
や
台

風
で
警
報
が
発
令
さ
れ
て

い
る
中「
避
難
勧
告
が
で

た
の
か
」「
こ
の
ま
ま
家
に

い
て
も
大
丈
夫
な
の
か
」

と
い
っ
た
問
い
合
わ
せ
が

あ
っ
た
。

　
日
本
全
国
の
情
報
が
飛

び
交
う
た
め
、か
え
っ
て

今
い
る
自
分
の
場
所
の
状

況
が
分
か
り
く
い
こ
と
が

あ
る
。

　
次
回
の
防
災
マ
ッ
プ
作

成
時
に
、明
確
な
標
記
や

議
員
　
障
害
者
雇
用
者
に

関
し
て
、ど
の
よ
う
に
確

認
し
て
い
た
の
か
。そ
の

水
増
し
の
原
因
は
ど
こ
に

あ
っ
た
の
か
。

町
長
　
職
員
自
ら
身
体
障

害
者
手
帳
の
写
し
を
提
出

す
る
場
合
と
、病
気
休
暇

届
け
の
診
断
書
や
上
司
の

聞
き
取
り
か
ら
判
断
し
て

算
定
し
て
い
た
。

「
障
害
者
手
帳
で
の
確
認
」

と
い
う
認
識
が
不
足
し
て

い
た
。

議
員
　
18
歳
以
上
65
歳
未

満
の
障
害
者
は
２
７
５
人

い
る
。

　
す
べ
て
の
方
が
働
け
る

議
員
　
保
育
所（
園
）で
の

待
機
児
童
が
な
い
と
し
て

い
る
が
、０
歳
児
〜
２
歳

児
の
途
中
入
所
が
し
に
く

い
と
の
声
が
あ
る
。

　
女
性
の
就
業
率
が
80
％

と
言
わ
れ
る
中
で
、今
後

課
題
と
な
る
と
思
う
が

町
の
対
策
は
。

イ
ラ
ス
ト
で
誰
に
で
も
わ

か
り
や
す
く
な
る
よ
う
工

夫
し
て
い
く
。

状
態
で
は
な
い
と
思
う

が
、少
な
く
と
も
働
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
障
害
者

に
対
し
て
、雇
用
機
会
を

奪
っ
た
責
任
を
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
。

町
長
　
障
害
の
あ
る
な
し

に
か
か
わ
ら
ず
職
員
を
募

集
し
て
お
り
、決
し
て
障

害
者
の
雇
用
機
会
を
奪
っ

た
と
は
思
っ
て
い
な
い
。

　
今
後
は
、正
規
職
員
の

学
歴
な
ど
と
の
応
募
基
準

を
健
常
者
よ
り
緩
和
す
る

こ
と
を
検
討
す
る
。

議
員
　
町
長
は
、提
案
理

由
説
明
で
お
詫
び
を
言
わ

れ
た
が
、今
後
、チ
ェ
ッ
ク

す
る
仕
組
み
、い
わ
ゆ
る

再
発
防
止
策
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

　
議
会
へ
の
報
告
も
一
つ

だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

議
員
　
西
日
本
豪
雨
の
よ

う
な
災
害
が
発
生
し
た
場

合
の
町
民
に
対
す
る
情
報

伝
達
に
つ
い
て
町
の
対
応

は
。

　
今
年
度
に
実
施
す
る
防

災
行
政
無
線
の
親
機
の
更

新
に
伴
う
子
機
の
音
声
伝

防災対策

災害時の町民に対する情報伝達は
速やかに行えるよう取り組んでいる

子育て支援

未満児の途中入所への対策は
保育士等の確保や
施設利用調整等に努める

7 名の議員が一般質問を行いました。
一部の質問・答弁について、その要旨を掲載しています。
詳しくは、図書館や議会事務局に会議録があるほか、町ホームページでも見ることができます。

7名の議員が一般質問を行いました。
一部の質問・答弁について、その要旨を掲載しています。
詳しくは、図書館や議会事務局に会議録があるほか、町ホームページでも見ることができます。

http://www.town.tateyama.toyama.jp/

障
害
者
雇
用

原
因
・
責
任
・
再
発
防
止
策
は

認
識
不
足
・
応
募
基
準
の
緩
和
・
議
会
報
告

防
災
意
識
向
上

避
難
情
報
等
を
正
し
く

　
　
　
　
　
　認
識
で
き
る
工
夫
を

わ
か
り
や
す
い
防
災
マッ
プ
の
標
記
を

達
調
査
の
進
捗
状
況
は
。

　
ま
た
個
別
受
信
機
の
導

入
予
定
は
。

総
務
課
長
　
避
難
準
備
・

高
齢
者
避
難
開
始
、避
難

勧
告
ま
た
は
避
難
指
示
等

の
伝
達
は
、防
災
行
政
無

線
、広
報
車
に
よ
る
巡
回

放
送
、消
防
団
・
自
治
会
・

町
内
会
・
自
主
防
災
組
織

等
に
よ
る
各
戸
伝
達
、緊

急
速
報
メ
ー
ル
な
ど
に
よ

り
行
う
こ
と
と
し
て
い

る
。

　
７
月
の
豪
雨
で
発
令
し

た
避
難
準
備
・
高
齢
者
避

難
開
始
の
伝
達
に
つ
い
て

は
、ツ
イ
ッ
タ
ー
に
よ
る

周
知
も
図
っ
た
。

　
防
災
行
政
無
線
の
屋
外

拡
声
子
局
60
局
す
べ
て
の

音
声
伝
達
範
囲
を
把
握
す

る
た
め
、業
者
に
調
査
を

一 般 質 問一 般 質 問 一 般 質 問

健
康
福
祉
課
長
　
途
中
入

所
に
つ
い
て
、０
歳
児
〜

２
歳
児
ま
で
の
入
所
割
合

は
９
割
を
占
め
て
い
る
。

　
保
護
者
の
希
望
に
対

し
、運
営
面
で
の
基
準
と

し
て
一
人
当
た
り
の
面
積

要
件
や
保
育
士
等
の
確
保

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
保
育
士
等
の
確

保
と
保
護
者
へ
の
ア
ド
バ

イ
ス
に
よ
る
施
設
利
用
調

整
等
に
努
め
て
い
く
。

町
長
　
国
の
指
針
に
基

づ
い
た
障
害
者
の
把
握

及
び
障
害
者
手
帳
の
確

認
を
厳
密
に
行
っ
て
い

く
。

　
再
発
防
止
策
と
し
て

議
会
へ
の
報
告
も
考
え

ら
れ
る
。

委
託
し
、９
月
末
に
報
告

予
定
で
あ
る
。

　
個
別
受
信
機
に
つ
い
て

は
、利
点
は
あ
る
が
高
価

で
あ
る
。

　
場
所
に
よ
っ
て
は
屋
外

受
信
ア
ン
テ
ナ
の
設
置
な

ど
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

今
の
と
こ
ろ
導
入
の
予
定

は
な
い
。

一
般
質
問

一
般
質
問
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澤井 峰 子 議員

後 藤 智 文 議員 荻 生 義 明 議員
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県

精神障害者手帳

富山県

療育手帳

富山県

屋外拡声子局

気象庁など 市町村 住民大雨の場合
気象情報に注意し、
避難の準備をする

高齢者や乳幼児ら
は避難する

避難をする

避難勧告で、避難しそびれた
住民が避難する

土砂災害では、避難しそびれた
住民は屋内でより安全な
場所に移る

状況がさらに悪化したり、避難勧告による
避難が十分でなかったりする場合など

避難指示

避難準備情報
避難経路が通行規制の
基準を超えそうな場合など
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土砂災害警戒情報が出た場合など

高

危
険
性
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災害の
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住
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行
動

が
と
れ
る
よ
う
工
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知
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必
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で
あ
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が
。

町
長
　
先
日
の
豪
雨
や
台

風
で
警
報
が
発
令
さ
れ
て

い
る
中「
避
難
勧
告
が
で

た
の
か
」「
こ
の
ま
ま
家
に

い
て
も
大
丈
夫
な
の
か
」

と
い
っ
た
問
い
合
わ
せ
が

あ
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た
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日
本
全
国
の
情
報
が
飛

び
交
う
た
め
、か
え
っ
て

今
い
る
自
分
の
場
所
の
状

況
が
分
か
り
く
い
こ
と
が

あ
る
。

　
次
回
の
防
災
マ
ッ
プ
作

成
時
に
、明
確
な
標
記
や

議
員
　
障
害
者
雇
用
者
に

関
し
て
、ど
の
よ
う
に
確

認
し
て
い
た
の
か
。そ
の

水
増
し
の
原
因
は
ど
こ
に

あ
っ
た
の
か
。

町
長
　
職
員
自
ら
身
体
障

害
者
手
帳
の
写
し
を
提
出

す
る
場
合
と
、病
気
休
暇

届
け
の
診
断
書
や
上
司
の

聞
き
取
り
か
ら
判
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し
て

算
定
し
て
い
た
。

「
障
害
者
手
帳
で
の
確
認
」

と
い
う
認
識
が
不
足
し
て

い
た
。

議
員
　
18
歳
以
上
65
歳
未

満
の
障
害
者
は
２
７
５
人

い
る
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す
べ
て
の
方
が
働
け
る

議
員
　
保
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所（
園
）で
の

待
機
児
童
が
な
い
と
し
て

い
る
が
、０
歳
児
〜
２
歳

児
の
途
中
入
所
が
し
に
く

い
と
の
声
が
あ
る
。

　
女
性
の
就
業
率
が
80
％

と
言
わ
れ
る
中
で
、今
後

課
題
と
な
る
と
思
う
が

町
の
対
策
は
。

イ
ラ
ス
ト
で
誰
に
で
も
わ

か
り
や
す
く
な
る
よ
う
工

夫
し
て
い
く
。

状
態
で
は
な
い
と
思
う

が
、少
な
く
と
も
働
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
障
害
者

に
対
し
て
、雇
用
機
会
を

奪
っ
た
責
任
を
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
。

町
長
　
障
害
の
あ
る
な
し

に
か
か
わ
ら
ず
職
員
を
募

集
し
て
お
り
、決
し
て
障

害
者
の
雇
用
機
会
を
奪
っ

た
と
は
思
っ
て
い
な
い
。

　
今
後
は
、正
規
職
員
の

学
歴
な
ど
と
の
応
募
基
準

を
健
常
者
よ
り
緩
和
す
る

こ
と
を
検
討
す
る
。

議
員
　
町
長
は
、提
案
理

由
説
明
で
お
詫
び
を
言
わ

れ
た
が
、今
後
、チ
ェ
ッ
ク

す
る
仕
組
み
、い
わ
ゆ
る

再
発
防
止
策
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

　
議
会
へ
の
報
告
も
一
つ

だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

議
員
　
西
日
本
豪
雨
の
よ

う
な
災
害
が
発
生
し
た
場

合
の
町
民
に
対
す
る
情
報

伝
達
に
つ
い
て
町
の
対
応

は
。

　
今
年
度
に
実
施
す
る
防

災
行
政
無
線
の
親
機
の
更

新
に
伴
う
子
機
の
音
声
伝

防災対策

災害時の町民に対する情報伝達は
速やかに行えるよう取り組んでいる

子育て支援

未満児の途中入所への対策は
保育士等の確保や
施設利用調整等に努める

7 名の議員が一般質問を行いました。
一部の質問・答弁について、その要旨を掲載しています。
詳しくは、図書館や議会事務局に会議録があるほか、町ホームページでも見ることができます。

7名の議員が一般質問を行いました。
一部の質問・答弁について、その要旨を掲載しています。
詳しくは、図書館や議会事務局に会議録があるほか、町ホームページでも見ることができます。
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・
再
発
防
止
策
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の
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和
・
議
会
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意
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上
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情
報
等
を
正
し
く

　
　
　
　
　
　認
識
で
き
る
工
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を
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り
や
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い
防
災
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プ
の
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記
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達
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査
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況
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ま
た
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受
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機
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予
定
は
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総
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長
　
避
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高
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避
難
開
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難

勧
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ま
た
は
避
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指
示
等

の
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達
は
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無

線
、広
報
車
に
よ
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回

放
送
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・
自
治
会
・

町
内
会
・
自
主
防
災
組
織

等
に
よ
る
各
戸
伝
達
、緊

急
速
報
メ
ー
ル
な
ど
に
よ

り
行
う
こ
と
と
し
て
い

る
。

　
７
月
の
豪
雨
で
発
令
し

た
避
難
準
備
・
高
齢
者
避

難
開
始
の
伝
達
に
つ
い
て

は
、ツ
イ
ッ
タ
ー
に
よ
る

周
知
も
図
っ
た
。

　
防
災
行
政
無
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児
ま
で
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入
所
割
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保
護
者
の
希
望
に
対

し
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営
面
で
の
基
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と

し
て
一
人
当
た
り
の
面
積

要
件
や
保
育
士
等
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確
保

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
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今
後
も
保
育
士
等
の
確

保
と
保
護
者
へ
の
ア
ド
バ

イ
ス
に
よ
る
施
設
利
用
調

整
等
に
努
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て
い
く
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町
長
　
国
の
指
針
に
基
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い
た
障
害
者
の
把
握

及
び
障
害
者
手
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の
確

認
を
厳
密
に
行
っ
て
い

く
。

　
再
発
防
止
策
と
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て

議
会
へ
の
報
告
も
考
え

ら
れ
る
。

委
託
し
、９
月
末
に
報
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予
定
で
あ
る
。

　
個
別
受
信
機
に
つ
い
て

は
、利
点
は
あ
る
が
高
価

で
あ
る
。

　
場
所
に
よ
っ
て
は
屋
外

受
信
ア
ン
テ
ナ
の
設
置
な

ど
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

今
の
と
こ
ろ
導
入
の
予
定

は
な
い
。

一
般
質
問

一
般
質
問
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内山　昭 議員

平 井 久 秋 議員

髪 口 清 隆 議員

窪 田 一 誠 議員

国宝犬山城認知症カフェ

「富富富」発売前日の日本橋とやま館

建設中の岩峅野調整池 宮路集落の防犯カメラ

議
員
　
認
知
症
で
あ
っ
て

も
、住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
よ
う
に
と
、公
益
社

団
法
人
支
部
か
ら
の
要

望
書
に
対
す
る
見
解
は
。

健
康
福
祉
課
長
　「
認
知

症
初
期
集
中
支
援
チ
ー

ム
」の
設
置
や「
認
知
症
カ

フ
ェ
」の
充
実
な
ど
早
期

診
断
、早
期
対
応
、自
立
に

向
け
た
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ

て
い
る
。

　
ま
た
、地
域
で「
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
」や

「
認
知
症
高
齢
者
等
Ｓ
О

Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」に
よ

り
、早
期
発
見
と
関
係
機

関
と
の
支
援
体
制
の
構
築

に
努
め
て
い
る
。

介護保険

介護保険制度に沿った取り組みは
実効性のある支援体制　　

の充実を

議
員
　
近
年
急
速
に
進
む

人
口
減
少
の
対
策
と
し

て
、子
育
て
し
や
す
い
町

の
Ｐ
Ｒ・人
口
流
入
の
促

進
や
出
生
率
の
向
上
に
つ

な
げ
る
た
め
、赤
ち
ゃ
ん

の
誕
生
を
祝
福
し
て「
ベ

イ
ビ
ー
ボ
ッ
ク
ス
」や
祝

電
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
き
な

い
か
。

町
長
　
一
人
ひ
と
り
の
誕

生
を
祝
福 

し
て
祝
電
を

送
る
事
や
育
児
用
品
の
詰

め
合
わ
せ
を
贈
る「
ベ
イ

ビ
ー
ボ
ッ
ク
ス
」事
業
を

新
年
度
か
ら
何
ら
か
の
形

で
実
行
で
き
な
い
か
検
討

し
た
い
。

議
員
　
犬
山
市
と
は
、昭

和
48
年
10
月
に
姉
妹
都
市

提
携
を
し
て
い
る
。

　
町
民・市
民
間
で
さ
ら

に
相
互
交
流
の
促
進
を
と

思
う
が
、町
と
し
て
の
後

押
し
は
。

商
工
観
光
課
長
　
職
員
間

の
相
互
訪
問
や
人
事
交

流
・
16
回
目
を
数
え
る
、姉

妹
都
市
小
学
生
交
流
事

業
・
身
体
障
害
者
協
会
の

交
流
等
、幅
広
い
分
野
で

活
発
な
交
流
が
行
わ
れ
て

い
る
。

　
引
き
続
き
自
立
し
た
交

流
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、次
代
を
担
う
子
ど
も

達
へ
し
っ
か
り
引
き
継
が

れ
る
よ
う
、末
永
い
交
流

の
実
現
に
努
め
て
い
く
。

子育て支援

「ベイビーボックス」や祝電送付を
新年度からの実行を検討

議
員
　
上
市
警
察
署
管
内

の
浦
田
１
区
集
落・宮
路

集
落
で
可
搬
型
防
犯
カ
メ

ラ
を
10
月
か
ら
、小
学
児

童
の
見
守
り
通
学
路
に
設

置
予
定
で
あ
る
。

　
犯
罪
の
起
き
に
く
い

「
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
」た
め
に
カ
メ
ラ
設
置

の
補
助
金
制
度
に
取
り
組

む
考
え
は
な
い
か
。

町
長
　
今
後
県
警
の
防
犯

カ
メ
ラ
貸
出
事
業
に
よ
り

県
内
各
地
で
通
学
路
の
見

守
り
に
関
す
る
効
果
や
町

内
会
等
に
よ
る
運
営
を
期

待
し
て
お
り
、そ
れ
ら
の

結
果
を
踏
ま
え
て
防
犯
カ

メ
ラ
設
置
補
助
制
度
を
検

討
し
て
い
く
。

町営住宅

施設の良好な維持と指導は
公営住宅法に基づき　　　

必要な指導を

防犯カメラ

設置の補助金制度は
効果や運営を期待して検討

犬山市との交流

相互交流の促進を
末永い交流の

実現に努める

議
員
　
入
居
者
の
不
適
切

な
使
用
は
、老
朽
化
を
早

め
、隣
人
と
の
ト
ラ
ブ
ル

や
火
災
の
原
因
と
も
な
り

か
ね
な
い
。

　管
理
者
と
し
て
の
考
え

と
取
組
み
は
。

建
設
課
長
　
入
居
者
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点

か
ら
、詳
細
な
状
況
を
随

時
把
握
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
。　

　
し
か
し
、不
適
切
な
使

用
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に

は
指
導
を
行
い
、そ
れ
で

も
改
善
が
見
ら
れ
な
い
状

況
が
続
け
ば
、町
条
例
に

基
づ
き
、明
け
渡
し
を
求

め
る
こ
と
も
検
討
す
る
。

　
管
理
者
と
し
て
、引
き

続
き
施
設
の
長
寿
命
化
並

び
に
安
全
安
心
な
生
活
環

境
の
維
持
に
努
め
て
い
く
。

議
員
　
男
女
共
同
参
画
社

会
基
本
法
は
、平
成
11
年
６

月
に
公
布・施
行
さ
れ
た
。

　
富
山
県
内
で
条
例
の
制

定
さ
れ
て
な
い
自
治
体
は

７
箇
所
あ
る
、男
女
共
同
参

画
の
実
現
を
目
指
す
町
の

条
例
を
制
定
す
る
予
定
は
。

総
務
課
長
　
平
成
28
年
３

月
に
策
定
し
た「
立
山
町

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

(

第
３
次)

」に
基
づ
き
、男

女
共
同
参
画
の
意
識
づ
く

り
、ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
の
実
現
な
ど
を
基

本
目
標
と
し
、推
進
に
努

め
て
い
る
。

　
条
例
は
、町
政
の
方
向

性
を
示
し
、あ
ら
ゆ
る
個

別
施
策
が
確
実
に
実
施
し

て
い
く
と
い
う
点
で
、大

変
重
要
で
あ
る
。プ
ラ
ン

の
進
捗
状
況
や
、他
市
町

村
の
条
例
制
定
後
の
効
果

を
検
証
す
る
な
ど
、条
例

制
定
に
つ
い
て
、今
後
検

討
し
て
い
く
。

男女共同参画

条例を制定する予定は
他市町村の効果を検証し今後検討

学
校
給
食

学
校
給
食
で「
富
富
富
」の
使
用
を

関
係
機
関
と
検
討
し
、対
処
す
る

安心・安全

法定耐用年数に
　　　　達した水道管は
301.5㎞のうち、85.9㎞

議
員
　
今
年
度
、富
山
県

で
は
コ
メ
の
新
品
種「
富

富
富
」を
本
格
的
に
栽
培

し
、立
山
町
で
は
36 

ha
耕

作
し
て
い
る
。単
価
的
に

も
高
く
な
る
が
、地
産
地

消
の
点
か
ら
も
是
非
、学

校
給
食
に
使
っ
て
は
。

農
林
課
長
　
新
品
種「
富

富
富
」の
概
算
金
額
は
、一

等
米
60
キ
ロ
当
た
り
で
１

４
，５
０
０
円
と
な
り
、コ

シ
ヒ
カ
リ
を
１
，５
０
０

円
上
回
る
価
格
と
な
っ

た
。

　
他
県
の
新
品
種
と
比
較

し
て
も
遜
色
の
な
い
価
格

で
あ
り
、一
定
の
評
価
が

さ
れ
た
も
の
と
思
う
。

　
今
年
は
、一
般
消
費
者

を
中
心
に
販
売
さ
れ
る
も

の
と
聞
い
て
い
る
。

　
学
校
給
食
に
向
け
て

は
、今
後
、関
係
機
関
と
検

討
し
、対
処
し
て
い
く
。

議
員
　
今
夏
の
西
日
本
の

豪
雨
災
害
は
、水
道
の
復

旧
が
ま
ず
、望
ま
れ
て
い

た
と
思
う
。

　安
定
し
た
水
を
供
給
す

る
こ
と
は
、自
治
体
の
最

重
要
事
業
で
あ
る
。

　40
年
と
い
わ
れ
る
法
定

耐
用
年
数
に
達
し
て
い
る

水
道
管
は
、ど
の
程
度
あ

る
の
か
。

水
道
課
長
　
総
水
道
管
路

延
長
３
０
１
・
５
㎞
の
う

ち
導
水
管
１
・
９
㎞
、送
水

管
８
・
３
㎞
、配
水
管
７

５
・
７
㎞
、合
わ
せ
て
８

５
・
９
㎞
と
な
っ
て
お
り

法
定
耐
用
年
数
を
経
過
し

た
管
路
経
年
比
率
は
、２

８
・
５
％
で
県
平
均
の
１

２
・
３
％
を
１
６
・
２
ポ
イ

ン
ト
上
回
っ
て
い
る
。
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内山 　 昭 議員

平 井 久 秋 議員

髪 口 清 隆 議員

窪 田 一 誠 議員

国宝犬山城認知症カフェ

「富富富」発売前日の日本橋とやま館

建設中の岩峅野調整池 宮路集落の防犯カメラ

議
員
　
認
知
症
で
あ
っ
て

も
、住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
よ
う
に
と
、公
益
社

団
法
人
支
部
か
ら
の
要

望
書
に
対
す
る
見
解
は
。

健
康
福
祉
課
長
　「
認
知

症
初
期
集
中
支
援
チ
ー

ム
」の
設
置
や「
認
知
症
カ

フ
ェ
」の
充
実
な
ど
早
期

診
断
、早
期
対
応
、自
立
に

向
け
た
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ

て
い
る
。

　
ま
た
、地
域
で「
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
」や

「
認
知
症
高
齢
者
等
Ｓ
О

Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」に
よ

り
、早
期
発
見
と
関
係
機

関
と
の
支
援
体
制
の
構
築

に
努
め
て
い
る
。

介護保険

介護保険制度に沿った取り組みは
実効性のある支援体制　　

の充実を

議
員
　
近
年
急
速
に
進
む

人
口
減
少
の
対
策
と
し

て
、子
育
て
し
や
す
い
町

の
Ｐ
Ｒ・人
口
流
入
の
促

進
や
出
生
率
の
向
上
に
つ

な
げ
る
た
め
、赤
ち
ゃ
ん

の
誕
生
を
祝
福
し
て「
ベ

イ
ビ
ー
ボ
ッ
ク
ス
」や
祝

電
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
き
な

い
か
。

町
長
　
一
人
ひ
と
り
の
誕

生
を
祝
福 

し
て
祝
電
を

送
る
事
や
育
児
用
品
の
詰

め
合
わ
せ
を
贈
る「
ベ
イ

ビ
ー
ボ
ッ
ク
ス
」事
業
を

新
年
度
か
ら
何
ら
か
の
形

で
実
行
で
き
な
い
か
検
討

し
た
い
。

議
員
　
犬
山
市
と
は
、昭

和
48
年
10
月
に
姉
妹
都
市

提
携
を
し
て
い
る
。

　
町
民・市
民
間
で
さ
ら

に
相
互
交
流
の
促
進
を
と

思
う
が
、町
と
し
て
の
後

押
し
は
。

商
工
観
光
課
長
　
職
員
間

の
相
互
訪
問
や
人
事
交

流
・
16
回
目
を
数
え
る
、姉

妹
都
市
小
学
生
交
流
事

業
・
身
体
障
害
者
協
会
の

交
流
等
、幅
広
い
分
野
で

活
発
な
交
流
が
行
わ
れ
て

い
る
。

　
引
き
続
き
自
立
し
た
交

流
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、次
代
を
担
う
子
ど
も

達
へ
し
っ
か
り
引
き
継
が

れ
る
よ
う
、末
永
い
交
流

の
実
現
に
努
め
て
い
く
。

子育て支援

「ベイビーボックス」や祝電送付を
新年度からの実行を検討

議
員
　
上
市
警
察
署
管
内

の
浦
田
１
区
集
落・宮
路

集
落
で
可
搬
型
防
犯
カ
メ

ラ
を
10
月
か
ら
、小
学
児

童
の
見
守
り
通
学
路
に
設

置
予
定
で
あ
る
。

　
犯
罪
の
起
き
に
く
い

「
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
」た
め
に
カ
メ
ラ
設
置

の
補
助
金
制
度
に
取
り
組

む
考
え
は
な
い
か
。

町
長
　
今
後
県
警
の
防
犯

カ
メ
ラ
貸
出
事
業
に
よ
り

県
内
各
地
で
通
学
路
の
見

守
り
に
関
す
る
効
果
や
町

内
会
等
に
よ
る
運
営
を
期

待
し
て
お
り
、そ
れ
ら
の

結
果
を
踏
ま
え
て
防
犯
カ

メ
ラ
設
置
補
助
制
度
を
検

討
し
て
い
く
。

町営住宅

施設の良好な維持と指導は
公営住宅法に基づき　　　

必要な指導を

防犯カメラ

設置の補助金制度は
効果や運営を期待して検討

犬山市との交流

相互交流の促進を
末永い交流の

実現に努める

議
員
　
入
居
者
の
不
適
切

な
使
用
は
、老
朽
化
を
早

め
、隣
人
と
の
ト
ラ
ブ
ル

や
火
災
の
原
因
と
も
な
り

か
ね
な
い
。

　管
理
者
と
し
て
の
考
え

と
取
組
み
は
。

建
設
課
長
　
入
居
者
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点

か
ら
、詳
細
な
状
況
を
随

時
把
握
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
。　

　
し
か
し
、不
適
切
な
使

用
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に

は
指
導
を
行
い
、そ
れ
で

も
改
善
が
見
ら
れ
な
い
状

況
が
続
け
ば
、町
条
例
に

基
づ
き
、明
け
渡
し
を
求

め
る
こ
と
も
検
討
す
る
。

　
管
理
者
と
し
て
、引
き

続
き
施
設
の
長
寿
命
化
並

び
に
安
全
安
心
な
生
活
環

境
の
維
持
に
努
め
て
い
く
。

議
員
　
男
女
共
同
参
画
社

会
基
本
法
は
、平
成
11
年
６

月
に
公
布・施
行
さ
れ
た
。

　
富
山
県
内
で
条
例
の
制

定
さ
れ
て
な
い
自
治
体
は

７
箇
所
あ
る
、男
女
共
同
参

画
の
実
現
を
目
指
す
町
の

条
例
を
制
定
す
る
予
定
は
。

総
務
課
長
　
平
成
28
年
３

月
に
策
定
し
た「
立
山
町

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

(

第
３
次)

」に
基
づ
き
、男

女
共
同
参
画
の
意
識
づ
く

り
、ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
の
実
現
な
ど
を
基

本
目
標
と
し
、推
進
に
努

め
て
い
る
。

　
条
例
は
、町
政
の
方
向

性
を
示
し
、あ
ら
ゆ
る
個

別
施
策
が
確
実
に
実
施
し

て
い
く
と
い
う
点
で
、大

変
重
要
で
あ
る
。プ
ラ
ン

の
進
捗
状
況
や
、他
市
町

村
の
条
例
制
定
後
の
効
果

を
検
証
す
る
な
ど
、条
例

制
定
に
つ
い
て
、今
後
検

討
し
て
い
く
。

男女共同参画

条例を制定する予定は
他市町村の効果を検証し今後検討

学
校
給
食

学
校
給
食
で「
富
富
富
」の
使
用
を

関
係
機
関
と
検
討
し
、対
処
す
る

安心・安全

法定耐用年数に
　　　　達した水道管は
301.5㎞のうち、85.9㎞

議
員
　
今
年
度
、富
山
県

で
は
コ
メ
の
新
品
種「
富

富
富
」を
本
格
的
に
栽
培

し
、立
山
町
で
は
36 

ha
耕

作
し
て
い
る
。単
価
的
に

も
高
く
な
る
が
、地
産
地

消
の
点
か
ら
も
是
非
、学

校
給
食
に
使
っ
て
は
。

農
林
課
長
　
新
品
種「
富

富
富
」の
概
算
金
額
は
、一

等
米
60
キ
ロ
当
た
り
で
１

４
，５
０
０
円
と
な
り
、コ

シ
ヒ
カ
リ
を
１
，５
０
０

円
上
回
る
価
格
と
な
っ

た
。

　
他
県
の
新
品
種
と
比
較

し
て
も
遜
色
の
な
い
価
格

で
あ
り
、一
定
の
評
価
が

さ
れ
た
も
の
と
思
う
。

　
今
年
は
、一
般
消
費
者

を
中
心
に
販
売
さ
れ
る
も

の
と
聞
い
て
い
る
。

　
学
校
給
食
に
向
け
て

は
、今
後
、関
係
機
関
と
検

討
し
、対
処
し
て
い
く
。

議
員
　
今
夏
の
西
日
本
の

豪
雨
災
害
は
、水
道
の
復

旧
が
ま
ず
、望
ま
れ
て
い

た
と
思
う
。

　安
定
し
た
水
を
供
給
す

る
こ
と
は
、自
治
体
の
最

重
要
事
業
で
あ
る
。

　40
年
と
い
わ
れ
る
法
定

耐
用
年
数
に
達
し
て
い
る

水
道
管
は
、ど
の
程
度
あ

る
の
か
。

水
道
課
長
　
総
水
道
管
路

延
長
３
０
１
・
５
㎞
の
う

ち
導
水
管
１
・
９
㎞
、送
水

管
８
・
３
㎞
、配
水
管
７

５
・
７
㎞
、合
わ
せ
て
８

５
・
９
㎞
と
な
っ
て
お
り

法
定
耐
用
年
数
を
経
過
し

た
管
路
経
年
比
率
は
、２

８
・
５
％
で
県
平
均
の
１

２
・
３
％
を
１
６
・
２
ポ
イ

ン
ト
上
回
っ
て
い
る
。
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継　続　審　査

平成30年度立山町一般会計補正予算について
平成30年度立山町国民健康保険事業特別会計補正予算について
平成30年度立山町後期高齢者医療事業特別会計補正予算について
平成30年度立山町墓地公園事業特別会計補正予算について
平成30年度立山町地域開発事業特別会計補正予算について
平成30年度立山町農業集落排水事業特別会計補正予算について
平成30年度立山町水道事業会計補正予算について
立山町ブランド海外展開戦略拠点施設整備基金条例の制定について
立山町ブランド海外展開戦略拠点施設設置条例の制定について
立山町地方活力向上地域における固定資産税の不均一課税に関する条例の一部改正について
立山町都市公園条例の一部改正について
新瀬戸・立山辺地総合整備計画の策定について
東峯辺地総合整備計画の変更について
平成29年度立山町一般会計、立山町国民健康保険事業特別会計、
立山町後期高齢者医療事業特別会計、立山町墓地公園事業特別会計、
立山町地域開発事業特別会計及び立山町農業集落排水事業特別会計の決算認定について
平成29年度立山町水道事業会計利益の処分及び決算認定について
業務用パソコンの取得について
スクールバスの取得について
公有財産（利田地区企業団地造成地）の処分について
立山町教育委員会教育長の任命について
立山町教育委員会委員の任命について
立山町固定資産評価審査委員会委員の選任について

臓器移植の環境整備を求める意見書の提出について

決算特別委員会の設置及び付託について
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荻
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村
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澤
井
議
員

＊
防
災
に
つ
い
て

・
地
区
防
災
計
画
の
推
進

を
・
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を

・
避
難
弱
者
の
防
災
教
育

は
・
液
体
ミ
ル
ク
の
体
制
を

＊
子
育
て
支
援

・
保
育
無
償
化
に
よ
る
影

響
は

＊
観
光
振
興

・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
を
想
定
し

た
環
境
整
備
を

・
移
住
定
住
促
進
を

・
平
坦
地
観
光
活
性
化
を

後
藤
議
員

＊
立
山
ブ
ラ
ン
ド
海
外
展

開
戦
略
拠
点
施
設
に
つ

い
て

・
議
会
に
報
告
な
し
。
議

会
軽
視
で
は

・
施
設
の
詳
細
は

・
15
年
間
の
貸
付
で
採
算

は
・
立
山
町
産
の
海
外
展
開

の
具
体
的
な
考
え
は

・
醸
造
所
の
規
模
と
従
業

員
は

＊
「
立
山
黒
部
ブ
ラ
ン
ド

化
」
に
つ
い
て

・
県
担
当
者
と
の
話
し
合

い
の
内
容
は

・
通
年
観
光
・
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
頼
り
に
対
す
る
考

え
は

・
立
山
カ
ル
デ
ラ
展
望
台

の
整
備
と
宣
伝
を

＊
無
電
柱
化
ネ
ッ
ト
募
金

に
つ
い
て

・
寄
せ
ら
れ
た
金
額
は

・
駅
周
辺
の
魅
力
ア
ッ
プ

を
＊
避
難
対
策
に
つ
い
て

・
段
ボ
ー
ル
の
簡
易
ベ
ッ

ト
を

・
寝
食
分
離
を

・
要
支
援
者
の
援
助
体
制

は
髪
口
議
員

＊
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
よ

る
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に

つ
い
て

＊
男
女
共
同
参
画
社
会
に

つ
い
て

・
イ
ク
ボ
ス
宣
言
を

・
広
報
誌
「
き
ず
な
」
の

全
戸
配
布
を

窪
田
議
員

＊
避
難
情
報
等
の
対
応
に

つ
い
て

・
住
民
・
関
係
組
織
へ
の

周
知
方
法
は

・
避
難
所
開
設
の
指
示
は

誰
か

・
高
齢
者
世
帯
や
介
護
施

設
へ
連
携
・
周
知
は
誰

か
・
避
難
施
設
の
運
営
責
任

者
は
誰
か

＊
老
朽
化
し
た
町
道
対
策

に
つ
い
て

内
山
議
員

＊
「
ぎ
ゅ
っ
と
立
山
フ

ル
ー
ツ
」
の
搾
汁
施
設

に
つ
い
て

＊
庁
舎
玄
関
前
に
タ
ク

シ
ー
専
用
駐
車
ス
ペ
ー

ス
に
つ
い
て

平
井
議
員

＊
学
校
給
食
に
つ
い
て

・
教
育
現
場
で
の
食
育
指

導
を

・
国
産
食
材
の
割
合
は

＊
認
知
症
の
人
の
賠
償
保

険
制
度
に
つ
い
て

＊
安
心
安
全
に
つ
い
て

・
自
主
防
災
の
備
え
と
し

て
井
戸
水
掘
削
へ
の
補

助
を

・
地
籍
調
査
の
今
後
の
計

画
は

・
消
防
分
団
の
カ
ラ
ー

ホ
ー
ス
を
配
備
し
て
は

そ
の
他
の
質
問開

か
れ
た
議
会

　
議
会
運
営
委
員
会
と
議
会
改

革
特
別
委
員
会
が
合
同
で
長
野

県
箕
輪
町
議
会
に
お
い
て
、
視

察
研
修
を
行
っ
た
。

　
立
山
町
よ
り
や
や
人
口
は
少

な
い
も
の
の
議
員
定
数
は
15
名

で
あ
る
。

　
平
均
年
齢
は
70
歳
、
最
年
長

77
歳
、
最
年
少
62
歳
で
あ
る
。

　
本
会
議
の
質
問
形
式
は
一
般

質
問
の
対
面
方
式
を
実
施
し
一

問
一
答
方
式
で
行
い
、
１
人
の
持

ち
時
間
は
質
問
と
答
弁
を
含
め

て
55
分
間
と
な
って
い
る
。

　
定
例
会
に
お
け
る
質
問
者
の

人
数
制
限
は
な
く
、
全
議
員
が

一般
質
問
し
て
い
る
。

　
議
会
改
革
の
取
り
組

み
で
は
、
議
員
定
数
の

見
直
し
が
検
討
さ
れ
て

お
り
、
議
員
報
酬
に
つ
い

て
は
議
長
が
９
，
０
０
０

円
、
副
議
長
と
常
任
委

員
長
、
議
会
運
営
委
員

長
が
７
，
０
０
０
円
を

引
き
上
げ
た
。

　
議
会
活
性
化
の
取
り

組
み
で
は
、
定
例
会
の一

般
質
問
を
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
に
お
い
て
生
中
継
と
後
日
再

放
送
を
実
施
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

議
会
会
議
録
を
公
開
し
て
い
る
。

　
議
会
改
革
を
主
と
し
て
「
開

か
れ
た
議
会
」
と
いっ
た
改
革
が

求
め
ら
れ
て
お
り
住
民
参
加
型

の
議
会
運
営
と
議
会
改
革
等
に

つ
い
て
様
々
な
取
り
組
み
が
あ
る

中
で
、
立
山
町
議
会
に
適
し
た

も
の
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、
議

会
運
営
、
議
会
改
革
を
推
進
し

て
い
き
た
い
。

【
議
会
運
営
委
員
会
】

委
員
長
　
　
　
　
窪
田
　
一
誠

副
委
員
長
　
　
　
坂
井
　
立
朗

委
　
　
員
　
　
　
澤
井
　
峰
子

　
　
〃
　
　
　
　
石
田
　
孝
夫

　
　
〃
　
　
　
　
佐
藤
　
康
弘

【
議
会
改
革
特
別
委
員
会
】

委
員
長
　
　
　
　
坂
井
　
立
朗

副
委
員
長
　
　
　
伊
東
　
幸
一

委
　
　
員
　
　
　
澤
井
　
峰
子

　
　
〃
　
　
　
　
石
田
　
孝
夫

　
　
〃
　
　
　
　
佐
藤
　
康
弘

　
　
〃
　
　
　
　
後
藤
　
智
文

　
　
〃
　
　
　
　
窪
田
　
一
誠

　
　
〃
　
　
　
　
村
田
　
　
昭

　
8
月
28
日
か
ら
29
日

に
か
け
て
、
長
野
県
大

町
市
扇
沢
を
経
由
し
て

立
山
室
堂
周
辺
の
自
然

保
護
お
よ
び
自
然
環
境

の
状
況
調
査
を
目
的
と

し
た
、
現
地
調
査
を
実

施
し
た
。

山
岳
を
テ
ーマ
と
し
た

大
町
山
岳
博
物
館

　　
山
岳
環
境
と
自
然
、
地
域
の

文
化
を
求
め
る
拠
点
施
設
（
１

９
５
１
年
創
立
）
を
視
察
し
た
。

①
北
ア
ル
プ
ス
後
立
山
連
峰
を
一

望
で
き
る
展
望
ラ
ウ
ン
ジ
②
山

岳
博
物
館
の
象
徴
と
も
い
う
べ

き
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
や
ラ
イ
チ
ョ
ウ

の
剥
製
や
生
活
史
等
を
展
示
し

た
生
き
も
の
ブ
ー
ス
③
山
と
か
か

わ
り
を
も
っ
て
暮
ら
し
て
き
た

人
々
の
生
活
（
山
麓
に
住
む
人
々

や
山
小
屋
）
を
映
像
も
交
え
て

体
感
し
、
脈
々
と
連
な
る
歴
史

を
肌
で
感
じ
た
。

国
内
外
の
観
光
客
を

迎
え
る
安
全
対
策

　　
２
０
１
２
年
の
地
獄
谷
周
辺

の
火
山
ガ
ス
噴
出
を
受
け
、
遊

歩
道
の
一
部
が
立
ち
入
り
禁
止

区
域
と
な
っ
た
ま
ま
で
あ
る
。

　
各
地
の
火
山
性
災
害
を
教

訓
に
、
山
小
屋
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
と

ガ
ス
マ
ス
ク
を
整
備
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
エ
ン
マ
台
に
は
「
火

山
ガ
ス
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
が

あ
り
、
外
国
人
の
登
山
者
や

観
光
客
へ
の
多
言
語
（
５
カ
国

語
）
で
の
火
山
ガ
ス
警
報
案
内

や
電
光
掲
示
板
等
で
防
災
情

報
の
発
信
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
周
辺
は
活
火
山
で
あ
る
こ
と

を
意
識
し
、
快
適
な
登
山
を

楽
し
め
る
よ
う
、
山
小
屋
関

係
者
の
皆
様
と
の
協
力
の
も

と
、
今
後
更
な
る
避
難
所
施

設
等
の
安
全
対
策
を
充
実
す

る
こ
と
が
当
委
員
会
の
役
割
で

あ
る
こ
と
を
再
確
認
す
る
現
地

調
査
と
な
っ
た
。

委
員
長
　
　
　
伊
東
　
幸
一

副
委
員
長
　
　
内
山
　
　
昭

委
　
　
員
　
　
佐
藤
　
康
弘

　
　
〃
　
　
　
後
藤
　
智
文

　
　
〃
　
　
　
坂
井
　
立
朗

　
　
〃
　
　
　
窪
田
　
一
誠

　
　
〃
　
　
　
村
田
　
　
昭

～２０１４御嶽山噴火を教訓に～
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継　続　審　査

平成30年度立山町一般会計補正予算について
平成30年度立山町国民健康保険事業特別会計補正予算について
平成30年度立山町後期高齢者医療事業特別会計補正予算について
平成30年度立山町墓地公園事業特別会計補正予算について
平成30年度立山町地域開発事業特別会計補正予算について
平成30年度立山町農業集落排水事業特別会計補正予算について
平成30年度立山町水道事業会計補正予算について
立山町ブランド海外展開戦略拠点施設整備基金条例の制定について
立山町ブランド海外展開戦略拠点施設設置条例の制定について
立山町地方活力向上地域における固定資産税の不均一課税に関する条例の一部改正について
立山町都市公園条例の一部改正について
新瀬戸・立山辺地総合整備計画の策定について
東峯辺地総合整備計画の変更について
平成29年度立山町一般会計、立山町国民健康保険事業特別会計、
立山町後期高齢者医療事業特別会計、立山町墓地公園事業特別会計、
立山町地域開発事業特別会計及び立山町農業集落排水事業特別会計の決算認定について
平成29年度立山町水道事業会計利益の処分及び決算認定について
業務用パソコンの取得について
スクールバスの取得について
公有財産（利田地区企業団地造成地）の処分について
立山町教育委員会教育長の任命について
立山町教育委員会委員の任命について
立山町固定資産評価審査委員会委員の選任について

臓器移植の環境整備を求める意見書の提出について

決算特別委員会の設置及び付託について
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澤
井
議
員

＊
防
災
に
つ
い
て

・
地
区
防
災
計
画
の
推
進

を
・
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を

・
避
難
弱
者
の
防
災
教
育

は
・
液
体
ミ
ル
ク
の
体
制
を

＊
子
育
て
支
援

・
保
育
無
償
化
に
よ
る
影

響
は

＊
観
光
振
興

・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
を
想
定
し

た
環
境
整
備
を

・
移
住
定
住
促
進
を

・
平
坦
地
観
光
活
性
化
を

後
藤
議
員

＊
立
山
ブ
ラ
ン
ド
海
外
展

開
戦
略
拠
点
施
設
に
つ

い
て

・
議
会
に
報
告
な
し
。
議

会
軽
視
で
は

・
施
設
の
詳
細
は

・
15
年
間
の
貸
付
で
採
算

は
・
立
山
町
産
の
海
外
展
開

の
具
体
的
な
考
え
は

・
醸
造
所
の
規
模
と
従
業

員
は

＊
「
立
山
黒
部
ブ
ラ
ン
ド

化
」
に
つ
い
て

・
県
担
当
者
と
の
話
し
合

い
の
内
容
は

・
通
年
観
光
・
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
頼
り
に
対
す
る
考

え
は

・
立
山
カ
ル
デ
ラ
展
望
台

の
整
備
と
宣
伝
を

＊
無
電
柱
化
ネ
ッ
ト
募
金

に
つ
い
て

・
寄
せ
ら
れ
た
金
額
は

・
駅
周
辺
の
魅
力
ア
ッ
プ

を
＊
避
難
対
策
に
つ
い
て

・
段
ボ
ー
ル
の
簡
易
ベ
ッ

ト
を

・
寝
食
分
離
を

・
要
支
援
者
の
援
助
体
制

は
髪
口
議
員

＊
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
よ

る
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に

つ
い
て

＊
男
女
共
同
参
画
社
会
に

つ
い
て

・
イ
ク
ボ
ス
宣
言
を

・
広
報
誌
「
き
ず
な
」
の

全
戸
配
布
を

窪
田
議
員

＊
避
難
情
報
等
の
対
応
に

つ
い
て

・
住
民
・
関
係
組
織
へ
の

周
知
方
法
は

・
避
難
所
開
設
の
指
示
は

誰
か

・
高
齢
者
世
帯
や
介
護
施

設
へ
連
携
・
周
知
は
誰

か
・
避
難
施
設
の
運
営
責
任

者
は
誰
か

＊
老
朽
化
し
た
町
道
対
策

に
つ
い
て

内
山
議
員

＊
「
ぎ
ゅ
っ
と
立
山
フ

ル
ー
ツ
」
の
搾
汁
施
設

に
つ
い
て

＊
庁
舎
玄
関
前
に
タ
ク

シ
ー
専
用
駐
車
ス
ペ
ー

ス
に
つ
い
て

平
井
議
員

＊
学
校
給
食
に
つ
い
て

・
教
育
現
場
で
の
食
育
指

導
を

・
国
産
食
材
の
割
合
は

＊
認
知
症
の
人
の
賠
償
保

険
制
度
に
つ
い
て

＊
安
心
安
全
に
つ
い
て

・
自
主
防
災
の
備
え
と
し

て
井
戸
水
掘
削
へ
の
補

助
を

・
地
籍
調
査
の
今
後
の
計

画
は

・
消
防
分
団
の
カ
ラ
ー

ホ
ー
ス
を
配
備
し
て
は

そ
の
他
の
質
問開

か
れ
た
議
会

　
議
会
運
営
委
員
会
と
議
会
改

革
特
別
委
員
会
が
合
同
で
長
野

県
箕
輪
町
議
会
に
お
い
て
、
視

察
研
修
を
行
っ
た
。

　
立
山
町
よ
り
や
や
人
口
は
少

な
い
も
の
の
議
員
定
数
は
15
名

で
あ
る
。

　
平
均
年
齢
は
70
歳
、
最
年
長

77
歳
、
最
年
少
62
歳
で
あ
る
。

　
本
会
議
の
質
問
形
式
は
一
般

質
問
の
対
面
方
式
を
実
施
し
一

問
一
答
方
式
で
行
い
、
１
人
の
持

ち
時
間
は
質
問
と
答
弁
を
含
め

て
55
分
間
と
な
って
い
る
。

　
定
例
会
に
お
け
る
質
問
者
の

人
数
制
限
は
な
く
、
全
議
員
が

一般
質
問
し
て
い
る
。

　
議
会
改
革
の
取
り
組

み
で
は
、
議
員
定
数
の

見
直
し
が
検
討
さ
れ
て

お
り
、
議
員
報
酬
に
つ
い

て
は
議
長
が
９
，
０
０
０

円
、
副
議
長
と
常
任
委

員
長
、
議
会
運
営
委
員

長
が
７
，
０
０
０
円
を

引
き
上
げ
た
。

　
議
会
活
性
化
の
取
り

組
み
で
は
、
定
例
会
の一

般
質
問
を
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
に
お
い
て
生
中
継
と
後
日
再

放
送
を
実
施
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

議
会
会
議
録
を
公
開
し
て
い
る
。

　
議
会
改
革
を
主
と
し
て
「
開

か
れ
た
議
会
」
と
いっ
た
改
革
が

求
め
ら
れ
て
お
り
住
民
参
加
型

の
議
会
運
営
と
議
会
改
革
等
に

つ
い
て
様
々
な
取
り
組
み
が
あ
る

中
で
、
立
山
町
議
会
に
適
し
た

も
の
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、
議

会
運
営
、
議
会
改
革
を
推
進
し

て
い
き
た
い
。
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8
月
28
日
か
ら
29
日

に
か
け
て
、
長
野
県
大

町
市
扇
沢
を
経
由
し
て

立
山
室
堂
周
辺
の
自
然

保
護
お
よ
び
自
然
環
境

の
状
況
調
査
を
目
的
と

し
た
、
現
地
調
査
を
実

施
し
た
。

山
岳
を
テ
ーマ
と
し
た

大
町
山
岳
博
物
館

　　
山
岳
環
境
と
自
然
、
地
域
の

文
化
を
求
め
る
拠
点
施
設
（
１

９
５
１
年
創
立
）
を
視
察
し
た
。

①
北
ア
ル
プ
ス
後
立
山
連
峰
を
一

望
で
き
る
展
望
ラ
ウ
ン
ジ
②
山

岳
博
物
館
の
象
徴
と
も
い
う
べ

き
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
や
ラ
イ
チ
ョ
ウ

の
剥
製
や
生
活
史
等
を
展
示
し

た
生
き
も
の
ブ
ー
ス
③
山
と
か
か

わ
り
を
も
っ
て
暮
ら
し
て
き
た

人
々
の
生
活
（
山
麓
に
住
む
人
々

や
山
小
屋
）
を
映
像
も
交
え
て

体
感
し
、
脈
々
と
連
な
る
歴
史

を
肌
で
感
じ
た
。

国
内
外
の
観
光
客
を

迎
え
る
安
全
対
策

　　
２
０
１
２
年
の
地
獄
谷
周
辺

の
火
山
ガ
ス
噴
出
を
受
け
、
遊

歩
道
の
一
部
が
立
ち
入
り
禁
止

区
域
と
な
っ
た
ま
ま
で
あ
る
。

　
各
地
の
火
山
性
災
害
を
教

訓
に
、
山
小
屋
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
と

ガ
ス
マ
ス
ク
を
整
備
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
エ
ン
マ
台
に
は
「
火

山
ガ
ス
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
が

あ
り
、
外
国
人
の
登
山
者
や

観
光
客
へ
の
多
言
語
（
５
カ
国

語
）
で
の
火
山
ガ
ス
警
報
案
内

や
電
光
掲
示
板
等
で
防
災
情

報
の
発
信
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
周
辺
は
活
火
山
で
あ
る
こ
と

を
意
識
し
、
快
適
な
登
山
を

楽
し
め
る
よ
う
、
山
小
屋
関

係
者
の
皆
様
と
の
協
力
の
も

と
、
今
後
更
な
る
避
難
所
施

設
等
の
安
全
対
策
を
充
実
す

る
こ
と
が
当
委
員
会
の
役
割
で

あ
る
こ
と
を
再
確
認
す
る
現
地

調
査
と
な
っ
た
。
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～平成 30年７月臨時会～

【専決処分の承認を求めることについて】（7月の豪雨災害等を受けて2,000万円の補正予算を専決処分）
●公共土木施設災害復旧事業 …… 350万円　●小学校施設メンテナンス事業 …… 400万円

●林道災害復旧事業 …… 389万円　●農地農業施設災害復旧事業 …… 88万円 ほか

【平成30年度一般会計補正予算】平成30年度一般会計補正予算額1,468万円
●スクールバス運行事業 …… 2,016万円　●地域防災対策事業 …… 22万円　ほか

【土地の取得について】塚越地区企業団地造成事業用地を取得

　7月27日に平成30年７月臨時会が開かれ、専決処分の承認を求めるもの１件、補正予算１件、
土地の取得について１件の合計３件の議案を可決しました。

Q1.なぜ、
子ども議会の議員
になりたかった
のですか？

Q2.どんな町に
していきたい？

Q3.子ども議員に
なって苦労した
ところは？

Q4.本番に
向けてどのような
気持ちですか？

　立山町子ども議会が、8月3日に開かれた。それに先立ち、７月30日に立山町役場4階の本会議
場を使い、リハーサルが行われた。各委員会が発表している中、残った委員会の子どもたちから、今
回の子ども議会の意気込みについて、話を聞いた。

　今回、活力委員会の「商店街にアートシャッターを」など、町としても前向きな提案もあった。小学
生でこのような経験をすることで、その後の町に対する見方や思いが、大きく変わると思う。この貴
重な経験を多くの友達と共有して、これからの生活に生かしてほしい。

子 ど も 議 会

A1.最初はなりたく
なかったけど、先生に
推薦されたらやって
みたくなった。
（安全委員会、5年男子）

A2.今でも良い町
だけど、奥田交番事件を
見て、もっと安全な町に
していきたい。
（安全委員会6年女子）

A3.伝わりやすいよう
に考えたり、発表の仕方
を考えたりしたところ。
（思いやり委員会6年男子）

A2.立山町は元気が
ないイメージなので、
元気が出る町にしたい。
（活力委員会6年男子）

A3.方向性を考えて、
修正したりしたこと。
（活力委員会6年女子）

A4.セリフをしっかり
覚えて、大きな声で、
はっきり、ゆっくり話したい。
（思いやり委員会5年女子）

A4.リハーサルを
やり、落ち着いた。
（思いやり委員会6年男子）

A3.原稿をおぼえる
ところ。量は多かったけど
皆のためになるならと思い、
頑張った。
（安全委員会6年男子）

A1.立山町を
良くしたかった。
（安全委員会6年男子）

A2.町に住む人が皆、
思いやりを持ってほしい。
（思いやり委員会5年女子）

A1.大きな仕事をしたこと
がなかったけど、皆のために
頑張ってみようかなと思った。
（思いやり委員会6年女子）

A2.誰もが明るく
楽しい町になってほしい。
（活力委員会6年男子）

A3.緊張した。
（安全委員会5年男子）

A1.困っている人が
いたら助けてあげられる
ような町を作りたいから。
（思いやり委員会５年女子）

A2.地域で交流して、
思いやりがあふれる
ような町になってほしい。
（思いやり委員会6年女子）

A3.委員会の
テーマを考えること。
（活力委員会6年男子）

　
去
る
８
月
10
日
〜
11
日
に
立
山
町
議
会

議
員
７
名
と
職
員
１
名
で
犬
山
市
を
訪
問
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た
。

　
犬
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と
立
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と
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流
は
、名
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市
か
ら
立
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駅
を
結
ぶ
名
鉄「
北
ア
ル
プ
ス

号
」が
、昭
和
47
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ら
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駅
に
停
車
し

た
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と
が
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と
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、昭
和
48
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16
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携
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。
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。
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を
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後
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と
立
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の
両
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間
で
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会

意
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が
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催
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、政
務
活
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費
の
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や
、交
流
事
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の
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方
に
つ
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な
意
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交
換
が
行
わ
れ
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。

　
11
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、平
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に
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内
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を
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。
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築
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。
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光
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さ
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公
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と
市
街
地
の一
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的
な
整
備
に
よ
る「
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」に
な
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て
い
る
。

　
今
回
の
友
好
親
善
交
流
に
よ
り
、今
ま
で

以
上
に
犬
山
市
が
近
く
感
じ
ら
れ
、防
災
に

対
す
る
意
識
が
一
段
と
高
ま
り
、今
後
の
町
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防
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に
活
か
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て
い
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い
。
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～平成 30年７月臨時会～
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【土地の取得について】塚越地区企業団地造成事業用地を取得

　7月27日に平成30年７月臨時会が開かれ、専決処分の承認を求めるもの１件、補正予算１件、
土地の取得について１件の合計３件の議案を可決しました。
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歳入
歳出

歳入歳出差引額

町の基金残高（貯金）
町の借入金　（借金）

議会や議会だよりについて、みなさんのご意見・ご感想は

　立山町議会内　議会だより係
　TEL 462-9984　FAX 464-1118　まで

　
今
回
の「
議
会
だ
よ
り
」の
表
紙
は
、日
中
上
野

小
学
校
の
運
動
会
の
様
子
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　
今
年
の
夏
は
猛
暑
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、９

月
に
入
る
と
一
転
し
て
雨
が
続
き
、運
動
会
が
順

延
に
な
る
小・中
学
校
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
中
で
、子
ど
も
達
の
元
気
で
躍
動
感

あ
ふ
れ
る
動
き
、そ
し
て
い
き
い
き
と
楽
し
ん
で
い

る
表
情
を
見
て
い
る
と
、た
く
さ
ん
の
元
気
を
も

ら
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
ス
ポ
ー
ツ
に
限
ら
ず
、い
ろ
ん
な
分

野
で
活
躍
で
き
る
よ
う
に
、地
域
全
体
で
子
ど
も

達
を
温
か
く
見
守
っ
て
、健
や
か
な
成
長
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
髪
口
記
）

図書館及び町HPの［議会会議録］もご覧ください

あ と が き

らいじぃ & らいらい
LINE スタンプ販売中

立山町監査委員が平成29年度決算審査について議会報告立山町監査委員が平成29年度決算審査について議会報告

議会改革特別委員会を開催　　～賛否の公開等を決定～議会改革特別委員会を開催　　～賛否の公開等を決定～

　9月定例会で、立山町監査委員による平成29年度決算審査概要が下記のとおり報告され、立山町議会の決算特別委員
会に付託されました。審査の対象は、一般会計と特別会計の国民健康保険事業、後期高齢者医療事業、墓地公園事業、
地域開発事業、農業集落排水事業及び水道事業会計です。
　決算特別委員会は、9月26日から9月28日までの期間に開催され、審査結果は12月定例会で報告及び採決されます。

●議案等への議員別賛否一覧の公開　
９月議会定例会分から「たてやま議会だより」と「町ホームページ」にて公開します。
・「たてやま議会だより」……今回の議会だよりから掲載を開始しました。（８ページに掲載しています。）
・「町ホームページ」……１１月１日より掲載予定です。

●町ホームページに政務活動費の領収書等を公開
政務活動費は、議員報酬とは別に、議員一人当たり年額12万円（１万円／月）が交付されています。
現在、町ホームページには「政務活動費収支報告書」（会派別の人数、交付額、支出額、返還額）を年度毎（平成27
年度分～平成29年度分）掲載していますが、平成30年度分からは領収書等の証拠書類も掲載します。（掲載時
期は来年度の４月末頃を予定しています。）
※これらに加え、「政務活動費の運用の手引き」を作成しました。

　9月5日に議会改革特別委員会が開催され、開かれた議会に向けての取組みとして、「議案等への議員別賛否一覧
の公開」および「政務活動費の領収書等の公開」について協議・承認されました。その後、9月12日の議員協議会に
おいても全議員の承認を得て、公開が決定しました。詳細は以下の通りです。

<決算特別委員会の委員>
委 員 長　岡田　健治
副委員長　村上　紀義
委　　員　澤井　峰子　　石田　孝夫
　　　　　伊東　幸一　　後藤　智文

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長 

澤
井
　
峰
子 

副
委
員
長 

平
井
　
久
秋

委
　
　
員 

髪
口
　
清
隆

　 

〃 

荻
生
　
義
明

　 

〃 

石
田
　
孝
夫

　 

〃 

村
上
　
紀
義

　 

〃 

岡
田
　
健
治

126億9,989万円
122億3,917万円
4億6,072万円

36億1,048万円
113億5,954万円

（前年比＋7億5,300万円）
（前年比＋6億6,171万円）

（うち6,584万円を翌年繰越、
3億9,488万円の黒字決算）

（前年比＋1,231万円）
（前年比－7億9,997万円）

平成29年度一般会計決算報告の概要
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